


















豪族で法律に詳しく、顧榮と賀循は江南の名族代表である。彼らを招聘・徴用した時期は江南赴任初期（安東将軍府） ・江南地域全権委任期（鎮東将軍府、開府儀同三司）で皇帝即位を為すまでの基盤構築に尽くした。 こで各人に少し説明を入れておく。王導は若い頃から睿と親しく、中央が混乱すると睿に江南に鎮するように勧めた。江南に鎮すると南人の名士を積極的に招聘し、北来の人々が来ると、それを慰撫することを忘れなかった。南人と北人の調和 取り組み、江南の地に中央の洗練された文化や政治 根付かせる努力を惜しまなかった。軍事と政務の両方で司馬睿を支え、 晋成立後も長く国政を輔弼した。彼の業績は目覚ましい され 。
導阿衡三世、経論夷険、政務寛恕、事従簡易、故垂遺愛之誉也
王敦は後に司馬睿側近の劉隗・刁協らと反目し創建間もない東晋を危機に陥れたも
















将軍・都督揚州諸軍事に任命されたこ 、王導・王曠（王義之の父）らの議を受けて建業（建康）に鎮することになる。その直前にはこ 一帯 政情不安からなるが相次ぎ、鎮圧されたばかりで、国内の治安は悪化の一途を辿っていた。 『晋書』王導伝は次のように記す。
及徙鎮建康、呉人不附、居月餘、士庶莫有至者、導患之。
「司馬睿が建業に至ってしばらく、江南の名族士庶は集まらない状況であった」という。そこで江南の名族代表たる顧榮や賀循といった面々を前項にみた史料のように軍司や軍諮祭酒、参軍という 府の高官として積極招致を行い、彼らの江南での影響力に期待したと考えられる。江南へ渡って数年、その地 勢力を築くべく在地豪族
招聘、軍府軍備の整備、南渡してくる北来の士庶との融和を進めたことは想像に難くない、招聘に関しては軍府の高官ではないもの 在地豪族の周氏ら武将として活躍、軍府の整備については同じく揚州諸軍事として江北に鎮していた 馥が東海王と対立、越は琅邪王睿に討伐を命 、彼はこれを滅ぼし揚州の軍事権を掌握している。南渡してきた北来の人々と在地の人々と 融和という点では、 の名族である顧榮・賀循を始めとする人々を高官に用いるこ で王の側近集団と 釣り合いをとっている。永嘉五年五月、孝懐帝より鎮東大将軍・開府儀同三司・督 江湘交廣五州諸軍事に任命され、この方面の宗室の重鎮として 役割を期待されてのことだろう。また軍事権だけでなく開府儀同三司を加えられていることから政務も担 こ になった 考えられる。この一月後に洛陽が陥落し多くの宗室大臣が殺され皇帝が連れ去られる。実はこの年の三月、石勒討伐へ出征していた東海王越が死去、その 団 壊滅しているのだ。実力者であった東海王 軍勢 洛陽防衛の要であり、彼 喪ったその軍団与党の多くが壊滅した とは即ち防備力の弱体化そのもの 。それ 西晋の終焉を決定するほどの大きな出来事であった。孝懐帝が平陽に連行された時 司空 荀藩らが天下に檄を飛ばし司馬睿を盟主として皇帝奪還と国家の復興を図ろうとしている旨が『晋書』元帝紀にみえる。
及懐帝蒙塵于平陽、司空荀藩等移檄天下、推帝為盟主。
これに対し一部の者は従わず討伐されている。国家が一致団結して外敵に立ち向か









養が備わっ 人物らが政界を支配していたことが解り、王導 従兄弟である王衍はその中心人物であったという。この王衍なる人物は大尉にまでなったが、東海王 与党
二
東晋元帝の勧進の新研究
で軍団が壊滅させられた折に捕えられ、石勒により殺されている。この郷論により家格・人物評価を加味して品官が与えられていた。かつて魏帝国が成立した時に陳羣によって建議され採用された「九品官人法」で定められたものだ。当初は有効に機能したと思われるが、時代が下がるにつれてこれによって就くこと できる職掌が決定され家格・品 が貴族層の間で永続的 なり、政治が倦んで乱れていく遠因とな 才覚ある人物が上位の官品に就けるのであ ば問題はないが そ が欠如した人物が就けば政治行政は機能不全に陥る危険性を孕んでいるのだ。また自身の定められ 官品を超えての職務に就くことは不可能であった。郷論が発達し高位の官品が まった北来の人士と郷論が未だ盛んではない南方人士 格差は歴然としており 南方人士の官品が中央では低く評価されていたという（ただし陸機などの江南でも中央に知ら た名族の評価は高かった） 。故に北来の人々が増えていくことは、職官面で南方人士少なくなることの要因といえよう。事実矢野氏や金氏の表か 鎮東大将軍府 なからの北来人士の増加 顕著である。このよう 状況になれば南方人士で不平不満を持つ者が現れる。 折しも永嘉六年に南方人士のまとめ役を務めてい 顧榮 亡くなる。翌年には義興の周氏 長であった周玘が悶死した、そ 遺言 より息子の勰 孫弼なる人物と謀反するが、叔父である周札などの一族 協力せず、王導に見抜 れて周氏と並び称された在地豪族の呉興 沈氏らの討伐を受け 鎮圧されている。
建興元年（三一三）四月、孝懐帝が殺されたとの報告があり、長安で孝愍帝が即位




















領護烏丸校尉、鎭北將軍劉翰、單于、廣寗公段辰、遼西公段眷、冀州刺史、祝阿子邵續，青州刺史、廣饒侯曹嶷、兗州刺史、定襄侯劉演、東夷校尉崔毖 鮮卑大都督慕容廆である。劉琨は宗室に連なる人物で、幷州・幽州を中心に劉聰や石勒と戦った。劉翰・曹嶷・劉演・崔毖は華北で抵抗を続ける漢族官僚、 匹磾・段辰・段春は鮮卑段部の大人（領袖） 、慕容
廆
は鮮卑慕容部の大人である。鮮卑とは中国東北部から北部
一帯に移動居住し、かつて 中国北部 略奪したりしてい 民族で この頃は他の民族からの圧迫など 弱体化し部族ごと 行動してい 。な でも段部と慕容部はこの頃有力部族であった。そうした漢族外民族 有力者と漢族の華北有力者が揃って上申した内容要点をみていく 一つ目の理由である。
臣聞天生蒸民、樹之以君、所以對越天地、司牧黎元。聖帝明王監其若此 知天地不可以乏饗、故屈其身以奉之；知蒸黎不可以無主、故不得已而臨之。社稷時難、則戚藩定其傾；郊廟或替、則宗哲纂其祀。是以弘振遐風、式固萬世、三五以降、靡不由之。











「明暗は代わる代わるで、運は通じたり通じなかったりし、天命が変わらないなら、道理や巡り合わせは国家に帰する。多難に遭って国定まることもあり、深い憂いは聡明の証でもあ ます。……恐れながら陛下は、その徳が神霊に通じ、容姿は素晴らしく重要な時期に千載一遇の機会を得ております。瑞兆も天や民に見られ 中興の兆しは典籍にも明らかです。……朝廷の臣下や辺境 者たちが相談もなしに陛下を推戴したいとの意見が同じ のが万に及びます。私たちは天地の心を推し量り、畏れ多くも陛下に尊号を称していただきたい旨をここに上申 次第です。 」国家の運は未 変わっていない、国難は国を団結させ、そ 憂いは聡明さの裏返しである。司馬睿 立派な人物であるから今こそ立ち上がる時である。瑞兆は天や民に満ちており これは古典籍に表れてい も と同じだ、私たちは相談していないのに、あな を推戴 たいと願っている。どうか帝号を名乗られてくださいという内容であ 一つ目の理由と連動してみれば、国家の重大事、しかし国運は未だ司馬氏にある そ 中でもあなたは有力者だ、祭祀を継ぐに相応しい 朝廷の臣下や辺境の有力者まであなたを主として推戴したいという、こ を受けるべきで い 、ということが理解 きよう。社稷を安んじ祭祀を司り、晋の中興を為しえるべきとの意見 現れた箇所である。三つ目の理由が最後にくる。
臣聞尊位不可久虚、 萬機不可久曠。虚之一日、 則尊位以殆；曠之浹辰、 則萬機以亂。方今踵百王之季、當陽九之會、狡寇窺窬、伺國瑕隙、黎元波蕩、無所繋心、安可廢而不恤哉？陛下雖欲逡巡、其若宗廟何？其若百姓何？……（中略）……陛下明並日月、無幽不燭、深謀遠猷 出自胸懷。不勝犬馬憂國之情、遲睹人神開泰 路是以陳其乃誠、布之執事。臣等忝于方任、久在遐外、不得陪列闕庭、與 盛禮、踊躍之懷、南望罔極。




ように明るく、照らさないところがありません、深慮遠謀はその胸の内から絆されて出てまいりましょう。我らは犬馬に勝らないながらも国を憂い、皆が安心して暮らせることを願 ます。ために本心を綴り有力な家臣に託しました。私等は地方に赴任してい ので朝廷 臨席は叶 せんが、盛大なる朝廷を喜びの糧としたく、はるか南を望んでおります」天子の位すなわち皇帝位を長 く空けることは国家が乱れる。宗廟・社稷・民のことを思うのであれば、逡巡せず帝位に るべきだ。我ら地方の有力者や辺境の有力者、朝廷の臣下 言を速やかに受け入れてほし との見解が見受けられる。これらに対し司馬睿は情け深く答えたという。未だ平陽に孝愍帝があるこ を思ってのことだと考えられる。実は孝懐帝・孝愍帝は平陽に連行された際に帝位を剥奪され諸侯とされていたが、晋の宗室朝臣はそれを認めず、あくまで現皇帝の死去で次代皇帝を建てないと う節義を守ったのだと考 られる。それによって徳行 積むことにもな たであろうから、 くら勧進されても、内心その気であっても帝位を求めなかったと考える。太興元年（三一八）三月、 愍 が平陽で弑され 百官からの上申を受け、ついに司馬睿は帝位に就くことを決意した。
「孤以不徳、當厄運之極、臣節未立、匡救未舉、夙夜所以忘寢食也。今宗廟廢絶、億兆無係、群官庶尹、咸勉之以大政、亦何敢辭、輒敬從所執。 」是日，即皇帝位。









の時代に燕鳳という人物がいた。 『魏書』の燕鳳 伝 以下の様な記述があ




れた。什翼犍は燕鳳のいる城を包囲し、 「燕鳳が（自身のもとへ）来なければ、汝等を殺す」と。城の人々は恐ろしくなり、燕鳳を送り出したというのである。彼は仕官後、重要な国事に携わり厚遇されているが 彼一人を仕官させるために軍を出動させるとは凄まじい話である。 が招聘を拒んだ理由は記述がないが、川本氏は「漢族は胡族に仕官するこ を嫌っていた、できることなら東晋に仕官することを願っていた」としている。仕官拒否イコール東晋仕官願望とするのには疑問符もあ が一つの見方として挙げられる。力づくで自分の言い分を相手にきかせようという漢族から見れば「野蛮」行為が、また格下扱いしてきた民族に仕官 求め れるこ 漢族を異民族政権に仕官しない させるに十分な理由を与えて 。もう一つ例 挙げる、 『魏書』の崔玄伯の伝に次のようにあ
崔玄伯、 清河東武城人也、 名犯高祖廟諱、 魏司空林六世孫也。 （中略） 太祖征慕容寶、次於常山、玄伯棄郡、東走海濱。太祖素聞其名 遣騎追求、執送於軍門、 （下略）
崔宏は道武帝が慕容寶討伐のため常山にやってきたので自分の故郷を棄て東の海岸
へ逃走した。道武帝はその名を聞い いたので騎兵を遣わして探させ、見つけ出して自身の配下としたという である。先 あげ 燕鳳の例と似通った形である。崔宏もまた著名であり優れ 人物であった。祖 司空の官職にあった家 ある。崔宏が逃げ出し 理由も記載はない、川本氏は「東晋へ逃れ ため海岸へ向かった」との見解である。仕官後 崔宏も国家の機要・制度の草創 携り厚遇 れ、道武帝から事あるごとに相談され、国号論議に筋道を説き活躍している。両者 も強制 で厚遇されているが、ここでみたように漢族は仕官を控える態度を示 る。川本氏らは「このころの漢族士大夫は、西晋滅亡の後 江南政権の門前 馬を繋ぐこ を望んだ指摘する。それ ついて 司馬睿が近臣と江南に逃れ、江南 有力者らの支援で東晋を建国したこと、華北からの移民（避難）が増えて ったことからも解る。また氏は「ただ 全 士大夫が東晋を認めたわけで なかった」ともいう。そ は『晋書』の張軌伝に連なる子の張寔伝に記述がみられる。
是歳、元帝即位干建鄴、改年太興、寔猶稱建興六年、不従中興之所改也。
東晋が建国されて改元がなされたが、張寔は西晋の年号のままとしたという事例で




東晋を支持する人々と西晋を支持する人々がいたことを示し、東晋が西晋を継承している・していないと考える漢族がいたことを物語る。ただし時間軸のずれを考慮にいれる必要がある。張寔の事例と李儼の事例は数十年の開きがあるので、情勢変化に注意を払わなければならない。華北に残った漢族には、強制仕官によって（中には自主的に）華北に出現 た各政権に仕官するもの、江南へ移民（避難）していくも 、自身で徒党を組むなどして自立し西晋を奉じ あれば東晋 奉じ もありと う立場をとるもの、という三様に分かれて たと考えられる。
では東晋に対して周辺勢力はどのように考えていた か。幾つかの例を取り上げて
みてみる。まずは『晋書』載記の姚弋仲伝である。




「古よりこのかた、異民族で帝位に就けた者はいない。しかし名臣や勲功をたてた者はいる」 と晋への随身を勧めている。弋仲の行動はこれを踏襲 ると思われ 。東晋は様々な政権に使者を送り 時には爵位を与えたりして修好し、時には武力を用いて併呑するという政策をとっている。蜀に建国された賨人（巴蜀の現地人）の成漢の李雄の言も同様である。
雄以中原喪亂、 乃頻遣使朝貢、 與晉穆帝分天下。 （中略） 曰； 「我乃祖乃父亦是晉臣、往與六郡避難此地 為同盟所推、遂有今日。琅邪若能中興大晉於中夏、亦當率衆輔之。 」淳還、通表京師、天子嘉之。
李雄は「私の祖父も父も西晋の臣下であった。東晋の琅邪王が大晋を中夏 復興さ













と崇め伝説の夏王朝の創始者である禹 西戎の出身、同じく聖人とされる周王朝の創始者である文王も東夷の出身ではないか。帝王になるにはただ授けられた徳によるのみである」と言い、自身の皇帝即位を正当化し、東晋 けが皇帝たりえるわけではないと暗喩している。 『晋書』載記の高瞻伝にある慕容廆 言葉にも同様の表現が 。
廆敬其姿器、數臨候之、撫其心 君之疾在此、不在餘也。今天子播越、四海分崩、蒼生紛擾、莫知所係、孤思與諸君匡復帝室。翦鯨豕干二京、迎天子於呉會、廊清八表 侔勳古烈 此孤之心也、孤之願也。君中州大族、冠冕之餘 宜痛心疾首、枕弋待旦、柰何以華夷之異、有懐介然。且大禹出干西羌 文王生干東夷 但問志略何如耳、豈以殊俗不可降心乎！」瞻仍辭疾篤、廆深不平之。
慕容廆は東晋成立に際して推戴の上奏文に名を連ねていることから、仕官を拒む高








社東洋文庫） 、川勝義雄氏『魏晋南北朝』 （二〇〇三、講談社学術文庫） 、越智重明氏「 晋成立に至る過程に就いて」 （ 東洋学報』 、一九五四） 、矢野主税氏「東晋初頭政権の性格の一考察」 （ 『長 大学学芸学部社会科学論叢』 、一九六五） 、金民壽氏「東晋政権の成立過程――司馬睿（元帝の府僚を中心として――） 」 （ 『東洋史研究』 、一九八九） 、李済滄氏「東晋貴族政治の本質――王導の「清静 政治を中心として――」 二〇〇四、 『東洋史苑』 ）（（）川勝氏前掲本、宮崎市定氏『 品官人法の研究』 （一九九七、中公文庫）（（）三田辰彦「西晋後期の皇位継承問題」 （二〇〇八、 東洋学』 ）で琅邪王は皇位継承では権勢のない王位であるとする。（（）岡崎氏前掲本、川勝氏前掲本、川本芳明氏『中国の歴史５
　
中華の崩壊と拡大
　
魏晋南北朝』 二〇〇五、講談社）
六
